
「ミルクミーティング」開催結果報告書 

申込団体名 ボランティアサークル・サンキューの会 

代表者氏名 会長 神田 八光 

日   時 
令和 3年 8月 5日（木） 

午後 1時 30 分から午後 2時 40 分まで 

場   所 別海町役場 庁議室 

団体参加人数 5 名 

町側出席者 

町長 

中央公民館長 

総合政策課長 

総合政策課主査 

開催概要  

■サンキューの会から町へ寄附金の贈呈 

（生涯学習センター整備のため） 

 

■会の活動報告（令和元年度、令和２年度） 

 ・高齢者、障がい者施設での活動 

 ・公民館子ども行事への参加協力 

 ・絵手紙の制作・展示 

 ・バザーの開催、リサイクル品の受け入れ 

 ・「にこにこサロン」等交流事業の実施     など 

 

■町長との懇談 

１．バザーについて 

（団体） 

 町民の方々から、バザーへの提供品をたくさん頂くのですが、定期

的に整理が必要で不要品も出てきます。それをごみ処理場に持ち込ん

だ時に、係の人から「事業所扱いではないですか」と言われました。 

会の活動内容などを説明して理解してもらいましたが、これからも定

期的にありますので、一般ごみということで理解しておいてほしいで

す。 

 

（町） 

 係の人も確認する義務がありますから。あらかじめ、役場の町民課

に持ち込む日などを連絡していただければ、円滑に進めることができ

ると思います。 

 

 



２．活動拠点「サンキューの家」について 

（団体） 

 建物を役場からお借りして１１年目になりました。 

 雨漏りなど老朽化が進んでいることもあり、いつまで使わせてもら

えるかなと思っています。 

 今の所を直してほしいという考えはないですが、今後、にこにこサ

ロンや地域食堂・子ども食堂などの実施も計画しています。「いきい

きサロン友遊」が現在建設中の生涯学習センターに移ると聞いていま

すので、友遊が現在入っているプレハブを今後使わせていただけない

でしょうか。 

 

（町） 

 「生涯学習センター」「ぷらと」「マルチメディア館」の３館を連携

させて交流人口を増やすという構想を持っていますので、サンキュー

の会に限らず、バザーを行う場所などを３館連携の中でつくっていき

たいなと思っています。 

 プレハブの件ですが、使わせてほしいということであれば検討しま

す。 

 

 

３．災害発生時の会としての対応について 

（団体） 

 会の中には独居世帯の高齢者も結構います。災害が発生した時の町

の体制を教えてほしいです。また、ボランティア団体への期待や要望

があれば言ってほしいです。 

 過去に海岸地区で高潮があった時に、会が持っている衣類を被災者

に提供したことがあります。そのような時にサンキューの会を活用し

てください。 

 

（町） 

 災害が発生したら、役場に災害対策本部を設置して、その中に連合

町内会の責任者も入っていただきます。老人世帯の安否確認などは町

内会の人や民生委員に言っていただければ、役場に情報が集まるよう

になっています。 

 衣類などの物資が不足した場合には、サンキューの会に相談させて

いただくこともあるかもしれません。 

 今は町内会に加入していない人や高齢者が集中している地区もあ

り、被災者の全体像の把握は困難です。災害時は情報が一番大事です。

その際にはサンキューの会が持っている情報を災害対策本部に知ら

せてほしいと思います。 

 

 



４．高齢者や障がい者を支援する民間事業者について 

（団体） 

 民間で高齢者や障がい者に対して、就労を含めた支援をするような

事業者はいませんか。 

 会員相互で、草刈りや片付けなどを行っていますが、一般の方から

も依頼があります。そういう時に事業者がいれば、そちらを紹介でき

るのですが。 

 他町では、高齢者事業団などで、有償ボランティアが活動していま

す。 

 

（町） 

 除雪、草刈りなどを行っている方々はいらっしゃいますが、なかな

か増えていかない状況です。 

 対応できそうな業者に声掛けしたいと思います。 

 町内には、そういう人材がいるのだから、活躍する場を作ってあげ

ることが大事だと思います。 

 

 

  
 

 


